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吃音の研究との出会い
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　私が研究のために，はじめて吃音の自助グループの門を

たたいたのは 15年ほど前です．まずは当事者と会って，吃
音がいかなるものかを理解する必要があると考えました．

同時に，いつの日か大学にも来て頂けないだろうか，とい

う目論見もありました．冬の 1月，とある古いマンション
の廊下の一番奥まで行き着いてベルを鳴らすと，堅いドア

が開いて，意外にも暖かい部屋がそこにあり，若干の歓迎

と，お前は誰なんだという視線に迎えられました．その日

初めて，2時間ほどの例会に参加しました．
　その数年前に，私は聴覚フィードバック（耳で自分の声

を聞く機能）の行動学的な研究で博士号を得ていました．

それから脳計測を始めて，当時まだ聴覚フィードバックの

神経メカニズムに着目する研究者がいないころ，fMRIを
用いた小さな論文を出版しました．1 アメリカで開かれた
研究会のとあるセッションで，登壇者全員が私の発表した

論文の図をパワポに引用していたという噂話を聞いた私は，

このニッチな分野はある程度の需要があると見込みまし

た．

　研究の次の展開を考えていました．聴覚フィードバック

の延長としてまずあったのが，吃音でした．聴覚フィード

バックを人工的に変換して話すと，吃音が大幅に抑制され

ることが経験的に知られていたのです．遅延時間や声の

ピッチを変える方法があります．学会などで，「それで，あ

なたの研究がなんの役に立つの？」と聞かれるたびに，そ

の話をして言い逃れをしていました．

　自助グループの例会には 5，6名の当事者が集まってい
ました．静かな雰囲気のなか，一人ひとりが自己紹介を行

いました．私は素直に，吃音の勉強をしたい，と述べまし

た．その後，目の前に座っていた 20代後半の青年が，明ら
かに他の参加者より吃音が重く，顔を震わせる強い随伴症

状と，長い語の繰り返しと引き伸ばしによって，自分の名

前を言い終わるのに 1分程度かかるのを目にしました．重
たい吃音を目にしたのは初めてでした．私はその時，この

現象を研究対象にしようと心に決めました．

　その頃の自助グループは暗く，閉じた雰囲気で，当事者

ではない，外から来た私のような者が例会に行くといぶか

しげに見られるのが常でした．その後，めげずに通って交

流したり，勉強会を開催したりすると徐々にお互いの理解

が進んで，大学にも来て頂けるようになりました．吃音の

研究へ理解を頂ける方が増えたのはここ 5年～10年くら
いです．

　現在は吃音の神経メカニズムや行動特性を主に調べてい

ます．医学部にいると生死に関わるような疾患を扱ってい

る研究者や医師が周りに多く，吃音の研究を行っている私

はほとんど興味を持たれない印象で，逆にそれが私として

は楽であり，好きな研究を自由にやっていられる素地にも

なっています．「誰も興味をもたないから自分のペースで」

という心境です．物理学の授業も担当しているのですが，

同じ組織の教員に「先生，物理の研究は大変ですね．」と言

われたこともあります．私個人的には，生命に関わる疾患

だけでなく，日常生活を困難にする吃音のような障害につ

いても研究対象として目を向けることの重要性があると考

えます．

　研究を通じて多くの当事者に会いました．吃音をもつ方

は概して，努力している方が多く，これまで多くの刺激を

もらいました．朝活の話や，英語の勉強の仕方，音読の習
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慣，筋トレの話など．リクルートや計測は大変なことが多

いのですが，その中にも沢山の思い出があり，データを取

らせて頂くだけでなく，それに付随する様々な思いがあり

ます．自分の研究に来て頂いた方が吃音を苦に亡くなった

ことは，今でも，直前に一緒に飲んだ場面や，話す感じ，

亡くなった日の朝に受けた電話，その後に仲間で飲んだこ

となど多くのことを思い出します．

　新しい分野を切り開いて論文を出すのは多くの苦労があ

りました．研究の意義を理解してもらうまでに余計な時間

がかかるのです．論文を書いても大抵リジェクトされるの

ですが，論文をリジェクトされると，以前は，戸惑い・怒

り・理解されなかった悔しさなど，やりきれない思いに 1
週間くらいさいなまれて，落ち込んでいました．しかし，

submitしてもだいたいリジェクトされるので，最近はリ
ジェクトされても，全然，ショックを受けなくなりました．

数日頭を冷やしてコメントを読み直すと，「確かにその通り

かもしれない」という気持ちも芽生え始め，多少納得がい

かないながらもコメントに従って書き直していくと，徐々

に論文が良くなることが実感できるのです．5～6回そのよ
うなことを繰り返すと，落としどころが見えてきます．

　吃音話者がメトロノームに合わせて話すと，ほとんど吃

音が出ずに話せます．これも経験的に知られているのです

が，初期の研究ではその神経メカニズムを発表しました．3 ま
た，メトロノームの速度を色々と試しながら吃音が出にく

い安全速度を見つけつつ，通常は普通速度の通常運転で，

吃音が出そうになったら安全速度に落として発話する，と

いった練習を続けていくと，大脳基底核の活動が変化する

ことを報告しました．5 吃音は独り言ではほとんど出ずに
対面の会話で出るのですが，その状況をMRI内で疑似的に
再現して計測してみたところ，対面時の扁桃体の活動が吃

音頻度と相関することを見つけました．6 脳波計を用いて
吃音話者の自己の発話の聴覚フィードバック音への事象関

連電位を調べて特性を議論しました．8 吃音話者は発話だ
けでなく，タッピングのような上肢運動も非吃音話者と比

較して有意にパフォーマンスが落ちることを報告しまし

た．10 下肢運動も測れないか試行錯誤していくうちに，MRI
を用いた下肢運動の計測方法を考案してきました．4,7 脳計測
だけでなくヒト個体の行動を測る心理学的な実験にも興味

を持ち続けて，聴き手に話しかける時の聴覚フィードバッ

クの知覚2 を始め，話者の発話レベルは，自己が想定する
レベルよりも7 dB程度大きいことを初めて明らかにし，9 最
近では，話者が想定する発話の正確さは話者の社交性とも

関連があることを見つけています．

　研究のスピードに関しては，自分の場合，波があり，研

究が進む時期と進まない時期，論文が書ける時期と全然書

けない時期がありますが，めげずにニッチな分野を追求し

ていきたいと思っています．書ける時期は喫茶店で「合宿」

と題して集中的に論文を書いたりしています．大学では，

自分のペースで好きな研究をやらせてもらっていることへ

の感謝の気持ちを忘れずに，今後も精進していきたいと思

います．
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